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柘植地域まちづくり協議会 人権・同和部会 ２０１９年度 ３月１５日号
つ げ ち いき きよう ぎ かい じんけん どう わ ぶ かい ね ん ど がつ にちごう

「さあ、みんなで、考えよう」
か ん が

３月に卒業する柘植地域の若者たちへ
が つ そ つ ぎ よ う つ げ ち い き わ か も の

３月に卒業されるみなさん。ご卒業おめでとうございます。この季節
がつ そつぎよう そつぎよう き せつ

になると、三重県内のある中学校で３年生を担任していた長島りょう
み え けんない ちゆうがつこう ねんせい たんにん ながしま

がん先生(右)からうかがった話を思い出します。３月に卒業されるみ
せんせい みぎ はなし おも だ がつ そつぎよう

なさんへのメッセージにかえて、その先生のお話を紹介します。
せんせい はなし しようかい

ある３年生の生徒が「私は私立も受けないし公立も受けないから。
ねんせい せい と わたし し りつ う こうりつ う

絶対に学校へ行きたくない」と言いました。この子はお父さんとお母さんが大嫌いで、とにかく家か
ぜつたい がつこう い い こ とう かあ だいきら いえ

ら出たいと思っていました。兄弟がなく、家族から愛されていましたが、特にお父さんのことが嫌
で おも きようだい か ぞく あい とく とう いや

でした。「私は離れて働いて、はやくアパートを借りて暮らしたい。絶対に高校は行かないから」
わたし はな はたら か く ぜつたい こうこう い

と言って、街の海の方にある事務所を自分で見つけてきて、４月から就 職しました。みんなが高校
い まち うみ ほう じ む しよ じ ぶん み がつ しゆうしよく こうこう

へ行く逆方向をこの生徒は会社へ行きました。一生懸命に１ヶ月働いて、やっと給 料をもらえ
い ぎやくほうこう せい と かいしや い いつしようけんめい か げつはたら きゆうりよう

ました。「この給 料でやっとアパートを借りられる。嫌なお父さんやお母さんと離れて暮らせる」
きゆうりよう か いや とう かあ はな く

と思った。給 料をもらったときに、その給 料 袋をみたら、けっこうたくさん入っていた。明細書
おも きゆうりよう きゆうりようぶくろ はい めいさいしよ

という給 料の合計額などをかいた紙に金額が書いてあった。隠れてお金をかぞえた。どう数えても
きゆうりよう ごうけいがく かみ きんがく か かく かね かぞ

１万円多かった。社長さんが寄ってきた。社長さんは「給 料にプラスした１万円は、私どもの会社
まんえんおお しやちよう よ しやちよう きゆうりよう まんえん わたし かいしや

では、はじめて働いてはじめてもらった給 料でお世話になった人にプレゼントをしてもらってい
はたら きゆうりよう せ わ ひと

ます。この１万円は研修なんです。だから、報告もしてください」と言いました。
まんえん けんしゆう ほうこく い

この子はそれができるのは、嫌いでしたが親しかいなかったので、お父さんとお母さんを日曜日に
こ きら おや とう かあ にちよう び

ファミリーレストランに連れて行きました。「私、一生懸命働いたんやわ。この１万円でお父さん、
つ い わたし いつしようけんめいはたら まんえん とう

お母さん、好きなもの食べてな」と言ったら、お母さんはハンバーグランチを注文しました。６８
かあ す た い かあ ちゆうもん

０円。「めっちゃ安いやん。私、いっぱい働いたからもっといいのをたのんでよ」と言ったら、お母
えん やす わたし はたら い かあ

さんは「いや、これでいいんです。余ったお金はあんたがつかいなさい」と言ってくれた。お父さん
あま かね い とう

は、腕を組んで体を揺すって、目もあわさずに天井を見ていた。「やっぱり嫌な親父やな、くっそ
うで く からだ ゆ め てんじよう み いや おや じ

ー」と思ったが、「お父さん、何かたのんでよ」と言うと、「おう、じゃあ、ビールくれ」と言ったそ
おも とう なに い い

うです。「他はいいの？」というと「いい。いらん」と言って、目を合わせてくれず、体を揺すって
ほか い め あ からだ ゆ

いた。しばらくしてハンバーグランチとビールが運ばれてきました。お母さんは「おいしい、おいし
はこ かあ

い」と言って食べてくれました。お父さんは腕を組んだまま、目も合わさず、不機嫌な顔をしていま
い た とう うで く め あ ふ き げん かお

した。「お父さん、飲んでよ」と言うと、「おう、じゃあ、注げ」と命令してきました。ぐっと我慢し
とう の い そそ めいれい が まん

て瓶ビールを持って、お父さんが差し出したコップにビールを注ぎました。そのときにお父さんの手
びん も とう さ だ そそ とう て

が見えた。お父さんの手なんかしっかり見たことがなかった。コップを差し出した手の指がすべて真
み とう て み さ だ て ゆび ま

っ白だった。爪の中にいっぱいセメントが詰まっていた。お父さんは私が小さいときからずっとセ
しろ つめ なか つ とう わたし ちい
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メント工場で働いていた。冬の寒いときも夏の暑いときもずっとセメント工場で働いていた。一
こうじよう はたら ふゆ さむ なつ あつ こうじよう はたら いつ

生懸命働いて爪のなかに詰まったセメントを見たときに、この子ははじめて「ありがとう」と言お
しようけんめいはたら つめ つ み こ い

うと思った。しかし、お父さんは黙っておけばいいのに「おまえ、一人前になったと思うなよ。おま
おも とう だま いちにんまえ おも

え一人でえらそうにしとったらあかんぞ。遊ぶなよ。遅刻するなよ」と説教し始めた。せっかく「あ
ひと り あそ ち こく せつきよう はじ

りがとう」と言おうと思ったのに、この子は腹がたって、その１万円をテーブルに置いて、「わたし
い おも こ はら まんえん お

はもうええで、出て行くわ。１万円で好きなもの食べてよ。これ、会社に報告しやなあかんのよ」と捨
で い まんえん す た かいしや ほうこく す

て台詞を言って出て行きました。そして友だちとカラオケボックスに行って、ずっと歌を歌って、夜中
ぜ りふ い で い とも い うた うた よ なか

の１１時くらいに帰りました。
じ かえ

夜中の１１時くらいならお父さんもお母さんも寝ている時間だったが、家に帰ると電気がこうこう
よ なか じ とう かあ ね じ かん いえ かえ でん き

とついていた。リビングの横の廊下を通ろうとしたら、お母さんの声が聞こえてきた。「あのハンバ
よこ ろう か とお かあ こえ き

ーグランチを私はよう忘れへん。あの子が一生懸命働いて、そして私にプレゼントしてくれた。
わたし わす こ いつしようけんめいはたら わたし

あのハンバーグランチは一生の思い出や」と言っていました。そしたらお父さんのボソボソした嫌
いつしよう おも で い とう いや

な声が聞こえてきた。「またお父さんは嫌なことを言うんやろな。嫌な親父やな」と心の中で思い、
こえ き とう いや い いや おや じ こころ なか おも

そっと通り過ぎようとした。するとお父さんが「おれはあいつの顔を見たら涙が出そうやったんや。
とお す とう かお み なみだ で

おれはあいつの目を見ることができなかった。あいつが生まれてきたときはちっちゃい体で生まれ
め み う からだ う

て、保育器の中に入っていた。あの子は一生懸命大きくなってくれて、そして働いておれにプレゼ
ほ いく き なか はい こ いつしようけんめいおお はたら

ントしてくれたことが、おれは幸せでしかたなかったんや。涙が落ちそうでおれは我慢していたん
しあわ なみだ お が まん

や。あの子がおれらの子にうまれてきて、ほんまに幸せやな」と言うのが聞こえてきた。この子は
こ こ しあわ い き こ

お父さんのそんな言葉など聞いたことがなかった。中学校を卒業して、春、はじめてきくお父さん
とう こと ば き ちゆうがつこう そつぎよう はる とう

の言葉にこの子はそこに立っていることができませんでした。走って階段を駆け上がり、頭からふ
こと ば こ た はし かいだん か あ あたま

とんをかぶって、大きな声で泣きました。この涙はお父さん、お母さんへの憎しみの涙ではなく、
おお こえ な なみだ とう かあ にく なみだ

はじめて心から感謝する涙でした。次の朝、会社に行くときに、お父さん、お母さんにはじめて大
こころ かんしや なみだ つぎ あさ かいしや い とう かあ おお

きな声で「今までありがとうございました」と言えました。そしたらお父さんは相変わらず顔も見ず
こえ いま い とう あい か かお み

に後ろ向きで手をあげた。でも、後ろ姿でもお父さんの思いがよくわかった。そして会社に行って、
うし む て うし すがた とう おも かいしや い

社長さんに報告した。「社長さん、私はただただ泣いてばかりでした。はじめて父親の言葉を聞き
しやちよう ほうこく しやちよう わたし な ちちおや こと ば き

ました。私がうまれてきて、親がしあわせやったと言ってくれたそのことばで、心から私は感謝
わたし おや い こころ わたし かんしや

しました。やっと親に対する気持ちも変わりました。」と言うと、社長さんが私を窓際に呼びまし
おや たい き も か い しやちよう わたし まどぎわ よ

た。窓際から太陽の光が差し込んでいました。社長さんは「ここにおまえの影があるだろう？影が
まどぎわ たいよう ひかり さ こ しやちよう かげ かげ

あることに気がついたことあるか？」と言いました。社長さんは「あんたはこの影でいかされてい
き い しやちよう かげ

ると思ってほしい。あんたは一人じゃない。何かあったら影がみんな、あんたを支えてくれている。一人
おも ひと り なに かげ ささ ひと り

じゃないよ。仕事も、これからの長い人生も。そう思ってほしい。」そう言いました。社長さんはさ
し ごと なが じんせい おも い しやちよう

らに「『かげ』のまえとうしろに『お』と『さま』をつける。そうすると『おかげさま』という言葉
こと ば

になる。これが我が社の社訓です」と言いました。この子は、何かつらいことがあったら、親のこと
わ しや しやくん い こ なに おや

も思うし、影をふと見たりします。そうすると、「私は一人じゃないんだ」って思える瞬間がある
おも かげ み わたし ひと り おも しゆんかん

んです。 お話しの要約・文責・橋本浩信
はな ようやく ぶんせき はしもとひろのぶ

さまざまな進路に向かって母校を旅立っていくみなさん、どうかそれぞれの学
し ん ろ む ぼ こう た び だ が つ

校で培ったみなさんの出会いとかかわりを大事にして、心から安心して笑顔あふ
こう つちか で あ だ い じ こころ あ んしん え が お

れるこれからの人生を送ってください。みなさんは誰一人としてひとりぼっちで
じん せい おく だれ ひ と り

はなく、柘植の大人たちは、すべての柘植の子どもたちを自分の子どもと思い、影
つ げ お と な つ げ こ じ ぶん こ おも か げ

となり応援し続けます。 柘植地域まちづくり協議会より
お うえん つづ つ げ ち いき きよう ぎ か い


